
金融機関とTKC会員（税理士）が連携し、
中小企業への経営支援を充実させましょう
2万件を超えるTKC会員関与先の決算書等が、「TKCモニタリング情報サービス」を通じて、
金融機関に“電子データ”で提供され始めています。

●「TKCモニタリング情報サービス」とは

●事業性評価融資の促進で地方創生の実現を
金融庁監督局銀行第二課
地域金融機関等モニタリング室長
日下智晴氏　

●中小企業の経営支援にローカルベンチマークの活用を
成城大学名誉教授
経済産業省ローカルベンチマーク活用戦略会議座長
村本 孜氏

●「TKCモニタリング情報サービス」活用事例1
税理士法人イカワ会計  居川孝男会員（TKC東北会）

●「TKCモニタリング情報サービス」活用事例2
株式会社秋山魚市場
高田勝人税理士事務所（TKC四国会）

TKCモニタリング情報サービス通信

金融機関の皆さまへ
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とは

TKC会員事務所が関与先企業の法人税等の電子申告を行うと、
税務署に提出した決算書･申告書等が自動的に取引金融機関へ開示されます。

税務代理

情報開示依頼

電子申告
自動開示

TKC
会員事務所

中小企業

銀行

税務署

TKCデータセンター（TISC）

TKCモニタリング情報サービスを利用いただくことにより、
金融機関は税務署に提出された融資先の決算書・申告書を
最も速く収集できます。

TKCモニタリング情報サービスで
決算書・申告書が金融機関に提供される仕組み

TKCモニタリング情報サービスの構成
TKCモニタリング情報サービス

早期経営改善計画提供サービス

決算書等提供サービス

月次試算表提供サービス

最新業績オンライン開示サービス（開発中）

関与先からの依頼に基づいて、法人税の電子申告後に、融資審査・格付けのために金融機関へ決算書や
申告書等のデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、TKCモニタリング情報サービスを通して金融機関へ早期経営改善計画
やローカルベンチマークのデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、TKC会員による月次巡回監査の終了後に、金融機関へモニタリング用の
月次試算表等のデータを提供するサービスです。

関与先からの依頼に基づいて、金融機関へ最新業績をオンラインで開示するサービスです。

無償
クラウドサービスです

このサービスは
TKCが提供する

の無償
特許出願中
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 企業からの利用申込みが2万件を突破しました

 決算書等のデータを自動取得する機能を搭載しました

◉当サービスへの企業からの利用申込みが、サービス開始から1年で2万件を突破しました。最近では
月3,000件以上のペースで利用申込みが増えています。
◉当サービスを実践しているTKC会員事務所も、1,800事務所を超えて増え続けています。

◉TKCモニタリング情報サービスのAPI連携機能を利用することで、決算書等のデータを自動で取得
する仕組みを構築できます。

●岩手銀行
●大東京信用組合
●横浜信用金庫
●西尾信用金庫

●滋賀中央信用金庫
●京都信用保証協会
●佐賀信用保証協会

※平成29年12月末現在。
※法人向け融資商品の取り扱いがない金融機関を除いています。

平成29年12月新規採用金融機関（利用申込順）

採用

都市銀行（5）

信用金庫（264） 信用組合（134） 信用保証協会（51）

地銀･第二地銀（105）

4

176
28 7

106 4488

89
161

未採用

TKCデータセンター
（TISC）

自動ダウンロード

Web上の操作で
ダウンロード

銀行

API連携
の場合

標準運用
の場合

API連携
の場合

標準運用
の場合

◉最新状況はこちらから

TKCモニタリング情報サービス

http://www.tkc.jp/fx/bank TKC会員事務所の実践状況

企業からの利用申込状況
金融機関の対応状況

TKCモニタリング情報サービス  インフォメーション

⃝横浜信用金庫	 ⃝佐賀県信用保証協会
⃝滋賀中央信用金庫	 ⃝京都信用保証協会
⃝西尾信用金庫	 ⃝大東京信用組合
⃝岩手銀行	 ⃝岐阜商工信用組合
⃝鹿児島信用金庫	 ⃝砺波信用金庫
⃝兵庫県信用保証協会	⃝大川信用金庫
⃝西兵庫信用金庫	 ⃝天草信用金庫
⃝宇和島信用金庫	 ⃝三条信用金庫

（利用申込順）

平成29年12月新規採用金融機関（計16機関）

採用 未採用

※平成29年12月末現在。
※法人向け融資商品の取り扱いがない金融機関を除いています。
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提言

　
平
成
27
年
7
月
、
金
融
庁
は
事
業
者
に
向

け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
。『
円
滑
な

資
金
供
給
の
促
進
に
向
け
て
』
と
題
す
る
そ

の
冊
子
で
は
次
の
施
策
を
強
調
し
て
い
る
。

1
．
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
等
の
促
進

2
．「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
活
用
促
進

3
．「
短
期
継
続
融
資
」
を
通
じ
た
運
転
資

金
融
資
の
円
滑
化

4
．
個
別
融
資
に
係
る
検
査
手
法
の
見
直
し

　
私
は
当
時
地
方
銀
行
（
広
島
銀
行
）
に
勤

務
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
見
て
、
金
融
庁
が

事
業
者
に
直
接
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
が
中
小
企
業
金
融
に
真
剣
に
向
き
合
う

き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
り
、「
金
融
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
次
の
時
代
の
幕
が
開
け

た
と
感
じ
た
。

　
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
不
良
債
権
が
金

融
機
関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
た
時
代
に
お

け
る
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
手
法
と
し
て
は

有
効
に
機
能
し
た
。
し
か
し
今
の
時
代
に
そ

れ
は
合
致
せ
ず
、
本
来
、
個
別
融
資
案
件
の

判
断
は
金
融
機
関
が
自
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
冊
子
は
、
そ
の
こ
と
を
事
業
者
に
発
信

し
て
い
る
こ
と
が
画
期
的
で
あ
る
。

融
資
の
組
み
換
え
で
資
金
繰
り
の
安
定
を

　
平
成
27
年
9
月
の
金
融
行
政
方
針
に
は
、

金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
を
促
す
こ
と

等
が
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
「
担
保
・
保
証
に
依
存
す
る

融
資
姿
勢
を
改
め
、
事
業
に
対
す

る
目
利
き
力
を
高
め
る
と
と
も
に

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と

あ
る
。

　
こ
れ
は
、
地
域
金
融
機
関
が
誕

生
し
た
頃
の
理
念
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。
担
保
能
力
が
十
分
あ
る
わ
け

で
は
な
い
中
小
企
業
を
目
利
き
力

に
よ
っ
て
育
て
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
地
域
金
融
機
関
に
は
そ
う
し

た
機
能
を
改
め
て
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、
金
融
機
関
の
本
源

的
な
機
能
は
事
業
性
評
価
を
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
を
す
る

こ
と
だ
。
つ
ま
り
企
業
へ
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

の
問
い
か
け
に
よ
り
得
た
「
事
実
情
報
」
を
、

金
融
機
関
の
内
部
で
「
評
価
情
報
」
に
変
え
、

そ
の
評
価
に
つ
い
て
企
業
と
「
認
識
の
一
致
」

を
は
か
り
、そ
の
上
で
「
融
資
の
組
み
換
え
」

を
行
う
。
そ
う
い
う
事
業
性
評
価
に
基
づ
く

一
連
の
融
資
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
企
業
と
の

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
に
効
い
て
く
る
。

　
ま
た
運
転
資
金
は
、
冊
子
に
あ
る
短
期
継

続
融
資
へ
と
組
み
換
え
な
い
限
り
、
企
業
の

資
金
繰
り
は
安
定
し
な
い
。
企
業
が
資
金
繰

り
に
苦
し
け
れ
ば
金
融
機
関
が
い
く
ら
事
業

を
理
解
し
て
も
次
の
手
は
打
て
な
い
わ
け
で
、

い
か
に
企
業
の
資
金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
か

が
金
融
機
関
の
実
務
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
金
融
庁
は
い
ま
、「
企
業
の
価
値
向
上
、

経
済
の
持
続
的
成
長
と
地
方
創
生
に
貢
献
す

る
金
融
業
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
生
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
副
作
用
を
、
金
融
機
関
の
方
た
ち
と

一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
中
小
企
業
を
育
て
る
た
め
に
金
融
機
関
は

い
ま
懸
命
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、

T
K
C
会
員
の
皆
さ
ん
は
毎
月
の
巡
回
監
査

な
ど
を
通
じ
て
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
、
正

し
い
会
計
を
経
営
に
生
か
し
て
も
ら
う
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

日
本
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
中
小
企
業
を
、

そ
の
伴
走
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
税
理
士
の

皆
さ
ん
が
共
に
手
を
携
え
て
支
援
し
、
地
域

社
会
を
盛
り
た
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
金
融

と
会
計
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
よ
り
良
い
企

業
支
援
が
達
成
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
　
■

事業性評価融資の促進で地方創生の実現を

金融庁監督局銀行第二課
地域金融機関等モニタリング室長

日下智晴
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提言

曲
が
り
角
に
あ
る
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　中
小
企
業
の
経
営
支
援
は
、
中
小
企
業
政

策
の
根
幹
で
あ
り
、
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
で
あ

る
。
政
策
金
融
、
支
援
機
関
、
支
援
手
法
な

ど
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
わ
が
国
の
中
小
企
業

支
援
シ
ス
テ
ム
は
先
進
的
で
あ
る
。
認
定
支

援
機
関
に
見
る
よ
う
に
、
地
域
金
融
機
関
そ

し
て
士
業
に
も
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
2
0
1
7

年
10
月
25
日
公
表
の
『
平
成
28
事
務
年
度
金

融
レ
ポ
ー
ト
』
に
も
、「
人
口
減
少
が
継
続

し
、
全
て
の
金
融
機
関
が
融
資
量
の
拡
大
を

続
け
る
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い
中
で
、
依

然
と
し
て
、
長
短
の
金
利
差
に
よ
る
収
益
を

期
待
し
、
担
保
・
保
証
に
依
存
し
た
融
資
の

量
的
拡
大
に
頼
っ
て
い
る
金
融
機
関
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
る
」「
市
場
運
用
に
よ
り
、

利
益
を
確
保
す
る
動
き
は
、
従
来
か
ら
の
短

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
対
応
と
考
え
ら
れ
、

地
域
金
融
機
関
の
本
源
的
な
企
業
価
値
の
向

上
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　金
融
庁
は
か
ね
て
信
用
力
の
高
い
先
や
担

保
・
保
証
の
あ
る
先
へ
の
融
資
、
国
債
へ
の

投
資
だ
け
で
収
益
を
確
保
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
維
持
は
困
難
と
指
摘
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
金
融
仲
介
機
能
を
適
切
に
発

揮
す
る
よ
う
に
、「
早
期
に
、
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
を
検
討
し
、
組
織
的
・
継
続
的
に
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
。

「
共
通
価
値
の
創
造
」
が
求
め
ら
れ
る

　地
域
に
は
、
経
営
改
善
や
事
業
再

生
、
生
産
性
向
上
が
必
要
な
企
業
が

多
数
存
在
し
て
い
る
。
地
域
金
融
機

関
が
、
こ
う
し
た
企
業
の
事
業
の
内

容
を
よ
く
理
解
し
、
経
営
改
善
や
生

産
性
向
上
と
い
っ
た
価
値
向
上
に
つ

な
が
る
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
顧

客
基
盤
と
収
益
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
。
こ
れ

が
、
2
0
1
6
年
度
金
融
行
政
方
針
に
あ
る

「
共
通
価
値
の
創
造
」
で
あ
る
。
現
状
で
、

地
域
銀
行
の
貸
出
は
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
向
け
や
不
動
産
業
向
け
融
資
、
個
人
向
け

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、

価
値
を
創
造
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　価
値
創
造
は
、
企
業
と
向
き
合
う
こ
と
で

あ
る
が
、
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
収
益

確
保
に
直
結
し
な
い
と
の
懸
念
が
ネ
ッ
ク
で
、

こ
れ
は
金
融
機
関
に
限
ら
な
い
。
税
理
士
に

も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
典
型
が
事
業
再
生
・

事
業
承
継
の
局
面
に
あ
る
企
業
で
あ
る
。

　再
生
局
面
に
あ
る
企
業
は
条
件
変
更
債
権

を
抱
え
、
新
規
融
資
も
受
け
ら
れ
ず
、
ひ
た

す
ら
債
務
の
返
済
に
追
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。

事
業
承
継
は
今
後
10
年
に
1
0
0
万
社
が
迎

え
る
課
題
で
あ
り
、
後
継
者
問
題
が
中
心
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
金
融
機
関
単

独
で
対
応
で
き
な
い
の
で
、
士
業
と
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
。
条
件
変
更
債
権
を
一
本

化
す
る
な
ど
し
て
正
常
化
し
、
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
た
成
功
事
例
で
は
、
税
理
士
な
ど
に

よ
る
経
営
相
談
・
支
援
が
ベ
ー
ス
に
な
り
、

金
融
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
場
合
が
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
協
力
・
連
携
に
は
共
通
の
目

線
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、
経
済
産
業
省
が

普
及
に
努
め
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
が
有
効
で
あ
る
。
事
業
の
将
来
性
・
成
長

性
を
発
掘
す
る
に
は
、
基
礎
と
な
る
財
務
に

加
え
て
、
経
営
者
の
理
念
・
資
質
・
情
熱
な

ど
と
、
そ
の
企
業
の
持
つ
特
性
（
技
術
・
技

能
、
従
業
員
な
ど
）・
非
財
務
情
報
を
見
え

る
化
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　T
K
C
全
国
会
の
早
期
経
営
改
善
計
画
策

定
支
援
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
は
評

価
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　■

中小企業の経営支援にローカルベンチマークの活用を

成城大学名誉教授
ローカルベンチマーク検討会座長

村本　孜

会報『TKC』2018年1月号より
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提言

　
平
成
27
年
7
月
、
金
融
庁
は
事
業
者
に
向

け
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
た
。『
円
滑
な

資
金
供
給
の
促
進
に
向
け
て
』
と
題
す
る
そ

の
冊
子
で
は
次
の
施
策
を
強
調
し
て
い
る
。

1
．
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
等
の
促
進

2
．「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
活
用
促
進

3
．「
短
期
継
続
融
資
」
を
通
じ
た
運
転
資

金
融
資
の
円
滑
化

4
．
個
別
融
資
に
係
る
検
査
手
法
の
見
直
し

　
私
は
当
時
地
方
銀
行
（
広
島
銀
行
）
に
勤

務
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
見
て
、
金
融
庁
が

事
業
者
に
直
接
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
が
中
小
企
業
金
融
に
真
剣
に
向
き
合
う

き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
り
、「
金
融
検

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
次
の
時
代
の
幕
が
開
け

た
と
感
じ
た
。

　
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
不
良
債
権
が
金

融
機
関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
た
時
代
に
お

け
る
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
手
法
と
し
て
は

有
効
に
機
能
し
た
。
し
か
し
今
の
時
代
に
そ

れ
は
合
致
せ
ず
、
本
来
、
個
別
融
資
案
件
の

判
断
は
金
融
機
関
が
自
ら
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
冊
子
は
、
そ
の
こ
と
を
事
業
者
に
発
信

し
て
い
る
こ
と
が
画
期
的
で
あ
る
。

融
資
の
組
み
換
え
で
資
金
繰
り
の
安
定
を

　
平
成
27
年
9
月
の
金
融
行
政
方
針
に
は
、

金
融
仲
介
機
能
の
十
分
な
発
揮
を
促
す
こ
と

等
が
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
「
担
保
・
保
証
に
依
存
す
る

融
資
姿
勢
を
改
め
、
事
業
に
対
す

る
目
利
き
力
を
高
め
る
と
と
も
に

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
こ
と
」
と

あ
る
。

　
こ
れ
は
、
地
域
金
融
機
関
が
誕

生
し
た
頃
の
理
念
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。
担
保
能
力
が
十
分
あ
る
わ
け

で
は
な
い
中
小
企
業
を
目
利
き
力

に
よ
っ
て
育
て
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
地
域
金
融
機
関
に
は
そ
う
し

た
機
能
を
改
め
て
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、
金
融
機
関
の
本
源

的
な
機
能
は
事
業
性
評
価
を
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資
を
す
る

こ
と
だ
。
つ
ま
り
企
業
へ
の
ニ
ー
ズ
や
課
題

の
問
い
か
け
に
よ
り
得
た
「
事
実
情
報
」
を
、

金
融
機
関
の
内
部
で
「
評
価
情
報
」
に
変
え
、

そ
の
評
価
に
つ
い
て
企
業
と
「
認
識
の
一
致
」

を
は
か
り
、そ
の
上
で
「
融
資
の
組
み
換
え
」

を
行
う
。
そ
う
い
う
事
業
性
評
価
に
基
づ
く

一
連
の
融
資
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
企
業
と
の

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
に
効
い
て
く
る
。

　
ま
た
運
転
資
金
は
、
冊
子
に
あ
る
短
期
継

続
融
資
へ
と
組
み
換
え
な
い
限
り
、
企
業
の

資
金
繰
り
は
安
定
し
な
い
。
企
業
が
資
金
繰

り
に
苦
し
け
れ
ば
金
融
機
関
が
い
く
ら
事
業

を
理
解
し
て
も
次
の
手
は
打
て
な
い
わ
け
で
、

い
か
に
企
業
の
資
金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
か

が
金
融
機
関
の
実
務
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
金
融
庁
は
い
ま
、「
企
業
の
価
値
向
上
、

経
済
の
持
続
的
成
長
と
地
方
創
生
に
貢
献
す

る
金
融
業
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
生
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
副
作
用
を
、
金
融
機
関
の
方
た
ち
と

一
緒
に
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
中
小
企
業
を
育
て
る
た
め
に
金
融
機
関
は

い
ま
懸
命
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、

T
K
C
会
員
の
皆
さ
ん
は
毎
月
の
巡
回
監
査

な
ど
を
通
じ
て
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
、
正

し
い
会
計
を
経
営
に
生
か
し
て
も
ら
う
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

日
本
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
中
小
企
業
を
、

そ
の
伴
走
者
で
あ
る
金
融
機
関
と
税
理
士
の

皆
さ
ん
が
共
に
手
を
携
え
て
支
援
し
、
地
域

社
会
を
盛
り
た
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
金
融

と
会
計
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
よ
り
良
い
企

業
支
援
が
達
成
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
　
■

事業性評価融資の促進で地方創生の実現を

金融庁監督局銀行第二課
地域金融機関等モニタリング室長

日下智晴

TKC 2017・12

提言

曲
が
り
角
に
あ
る
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　中
小
企
業
の
経
営
支
援
は
、
中
小
企
業
政

策
の
根
幹
で
あ
り
、
変
わ
ら
ぬ
テ
ー
マ
で
あ

る
。
政
策
金
融
、
支
援
機
関
、
支
援
手
法
な

ど
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
わ
が
国
の
中
小
企
業

支
援
シ
ス
テ
ム
は
先
進
的
で
あ
る
。
認
定
支

援
機
関
に
見
る
よ
う
に
、
地
域
金
融
機
関
そ

し
て
士
業
に
も
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
2
0
1
7

年
10
月
25
日
公
表
の
『
平
成
28
事
務
年
度
金

融
レ
ポ
ー
ト
』
に
も
、「
人
口
減
少
が
継
続

し
、
全
て
の
金
融
機
関
が
融
資
量
の
拡
大
を

続
け
る
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い
中
で
、
依

然
と
し
て
、
長
短
の
金
利
差
に
よ
る
収
益
を

期
待
し
、
担
保
・
保
証
に
依
存
し
た
融
資
の

量
的
拡
大
に
頼
っ
て
い
る
金
融
機
関
に
つ
い

て
は
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能

性
が
懸
念
さ
れ
る
」「
市
場
運
用
に
よ
り
、

利
益
を
確
保
す
る
動
き
は
、
従
来
か
ら
の
短

期
的
な
視
野
に
立
っ
た
対
応
と
考
え
ら
れ
、

地
域
金
融
機
関
の
本
源
的
な
企
業
価
値
の
向

上
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　金
融
庁
は
か
ね
て
信
用
力
の
高
い
先
や
担

保
・
保
証
の
あ
る
先
へ
の
融
資
、
国
債
へ
の

投
資
だ
け
で
収
益
を
確
保
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
維
持
は
困
難
と
指
摘
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
金
融
仲
介
機
能
を
適
切
に
発

揮
す
る
よ
う
に
、「
早
期
に
、
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策
を
検
討
し
、
組
織
的
・
継
続
的
に
実

践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
。

「
共
通
価
値
の
創
造
」
が
求
め
ら
れ
る

　地
域
に
は
、
経
営
改
善
や
事
業
再

生
、
生
産
性
向
上
が
必
要
な
企
業
が

多
数
存
在
し
て
い
る
。
地
域
金
融
機

関
が
、
こ
う
し
た
企
業
の
事
業
の
内

容
を
よ
く
理
解
し
、
経
営
改
善
や
生

産
性
向
上
と
い
っ
た
価
値
向
上
に
つ

な
が
る
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
顧

客
基
盤
と
収
益
の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
る
。
こ
れ

が
、
2
0
1
6
年
度
金
融
行
政
方
針
に
あ
る

「
共
通
価
値
の
創
造
」
で
あ
る
。
現
状
で
、

地
域
銀
行
の
貸
出
は
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ

ン
向
け
や
不
動
産
業
向
け
融
資
、
個
人
向
け

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
が
、

価
値
を
創
造
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　価
値
創
造
は
、
企
業
と
向
き
合
う
こ
と
で

あ
る
が
、
時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
収
益

確
保
に
直
結
し
な
い
と
の
懸
念
が
ネ
ッ
ク
で
、

こ
れ
は
金
融
機
関
に
限
ら
な
い
。
税
理
士
に

も
当
て
は
ま
る
。
そ
の
典
型
が
事
業
再
生
・

事
業
承
継
の
局
面
に
あ
る
企
業
で
あ
る
。

　再
生
局
面
に
あ
る
企
業
は
条
件
変
更
債
権

を
抱
え
、
新
規
融
資
も
受
け
ら
れ
ず
、
ひ
た

す
ら
債
務
の
返
済
に
追
わ
れ
る
も
の
も
多
い
。

事
業
承
継
は
今
後
10
年
に
1
0
0
万
社
が
迎

え
る
課
題
で
あ
り
、
後
継
者
問
題
が
中
心
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
金
融
機
関
単

独
で
対
応
で
き
な
い
の
で
、
士
業
と
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
る
。
条
件
変
更
債
権
を
一
本

化
す
る
な
ど
し
て
正
常
化
し
、
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
た
成
功
事
例
で
は
、
税
理
士
な
ど
に

よ
る
経
営
相
談
・
支
援
が
ベ
ー
ス
に
な
り
、

金
融
機
関
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
場
合
が
多
い
。

　こ
の
よ
う
な
協
力
・
連
携
に
は
共
通
の
目

線
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、
経
済
産
業
省
が

普
及
に
努
め
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
が
有
効
で
あ
る
。
事
業
の
将
来
性
・
成
長

性
を
発
掘
す
る
に
は
、
基
礎
と
な
る
財
務
に

加
え
て
、
経
営
者
の
理
念
・
資
質
・
情
熱
な

ど
と
、
そ
の
企
業
の
持
つ
特
性
（
技
術
・
技

能
、
従
業
員
な
ど
）・
非
財
務
情
報
を
見
え

る
化
し
、
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　T
K
C
全
国
会
の
早
期
経
営
改
善
計
画
策

定
支
援
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
は
評

価
で
き
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　■

中小企業の経営支援にローカルベンチマークの活用を

成城大学名誉教授
ローカルベンチマーク検討会座長
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フィンテック

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」推
進
事
例税

理
士
法
人
イ
カ
ワ
会
計
　
居
川
孝
男
会
員
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
東
北
会
）

TKC 2017・12

長
年
の
信
頼
関
係
で
県
内
金
融
機
関
に
T
K
C

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
早
期
浸
透

　
─
─
事
務
所
の
概
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　居
川
　
福
島
県
最
南
端
で
人
口
2
万
人
弱
の

西
郷
村
に
あ
る
事
務
所
で
す
が
、
東
京
や
仙
台

の
お
客
さ
ま
も
あ
り
、
県
内
で
は
会
津
若
松
の

ほ
う
ま
で
広
域
に
お
客
さ
ま
が
い
ま
す
。
職
員

の
人
数
も
順
調
に
増
え
て
お
り
、
基
本
的
に
業

績
は
右
肩
上
が
り
で
来
て
い
ま
す
。
た
だ
、
後

継
者
不
足
の
問
題
や
、
震
災
後
の
放
射
能
の
問

題
な
ど
で
廃
業
す
る
関
与
先
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　
─
─
地
域
の
金
融
機
関
の
「
T
K
C
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
利
用
状
況
は
い
か
が

で
す
か
。

　居
川
　
県
内
に
15
金
融
機
関
が
あ
る
う
ち
12

金
融
機
関
、
地
銀
、
第
2
地
銀
、
信
用
金
庫
は

す
べ
て
利
用
開
始
し
て
お
り
、
未
利
用
は
信
用

組
合
の
み
で
す
。

　
こ
れ
は
福
島
県
の
特
色
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
地
域
ご
と
に
金
融
機
関
と
の
交
流
会

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
一
朝
一
夕
に
信
頼
関
係

が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
15
年
か
け
て
小
さ

な
単
位
か
ら
全
県
単
位
に
広
げ
て
き
た
こ
と
が
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
の
浸
透
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
各
地
域
で
交
流
し
て
き
た

方
々
が
い
ま
幹
部
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
お
付
き
合
い
し
や
す
い
環
境
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
信
金
で
は
、
T
K
C
の
決
算
書
が
年

間
約
3
0
0
件
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
内
、

9
月
末
ま
で
に
87
社
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
信
金
の
担
当
者
は
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
─
─
当
サ
ー
ビ
ス
へ
の
事
務
所
の
方
針
は
。

　居
川
　
で
き
る
と
こ
ろ
は
全
部
や
る
と
い
う

基
本
方
針
で
、
い
ま
67
社
1
3
1
件
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
月
次
関
与
の
法
人
数
の
半
分

に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
借
り
入
れ
が
な
い

会
社
も
多
い
の
で
、
未
利
用
の
関
与
先
で
使
え

そ
う
な
の
は
あ
と
10
件
ち
ょ
っ
と
で
す
。

　
今
年
の
4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
開
始
し

て
い
る
信
金
も
あ
る
の
で
、
約
半
年
で
こ
こ
ま

で
行
っ
て
い
れ
ば
十
分
か
な
と
。
1
年
以
内
に

は
ほ
ぼ
全
部
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
─
─
職
員
さ
ん
も
す
ぐ
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組

め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　居
川
　
元
々
う
ち
の
お
客
さ
ま
に
は
決
算
が

終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
金
融
機
関
に
決
算
書
を
持

っ
て
い
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
考
え
る
と
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ほ
う
が

職
員
に
と
っ
て
も
楽
で
す
か
ら
ね
。

　
ま
た
、
関
与
先
が
金
融
機
関
に
融
資
申
し
込

み
を
す
る
際
は
、
必
ず
経
営
計
画
を
作
っ
て
出

す
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
事
務
所
と
し

て
決
算
書
・
試
算
表
に
加
え
て
経
営
計
画
を
金

融
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
と
い
う

発
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
職
員
か
ら
何

ら
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

決
算
後
3
カ
月
目
に
は
審
査
・
格
付
け
を
経
て

金
融
機
関
と
具
体
的
な
話
が
可
能
な
体
制
に

　
─
─
お
客
さ
ま
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

　居
川
　
い
ち
い
ち
コ
ピ
ー
を
取
る
必
要
が
な

く
て
助
か
り
ま
す
と
い
う
声
が
多
い
で
す
ね
。

中
に
は
銀
行
と
話
を
し
た
い
か
ら
直
接
持
っ
て

い
く
と
い
う
社
長
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
は
事
前
に
提
出
し
て
お
く
だ
け
で
す
。

経
営
計
画
と
減
価
償
却
の
内
訳
明
細
を
持
参
し

て
会
っ
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に
格
付
け

を
含
め
て
点
数
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
審
査

も
早
く
な
り
ま
す
し
、
過
去
の
話
で
は
な
く
て
、

将
来
の
経
営
計
画
の
話
に
ど
ん
ど
ん
移
れ
ま
す

よ
」
と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
い

い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
─
─
決
算
書
を
送
っ
て
か
ら
金
融
機
関
の
方

と
会
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
が
よ
い
と

指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　居
川
　
う
ち
は
40
日
か
ら
50
日
決
算
を
や
っ

て
い
ま
す
の
で
、
決
算
の
翌
月
末
ま
で
に
は
経

営
計
画
を
作
っ
て
、
そ
の
次
の
月
の
頭
に
は
金

融
機
関
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
が
決
算
書
の
提
出
を
要
求
し
て
く

る
の
は
、
普
通
は
決
算
か
ら
3
カ
月
目
で
す
。

そ
れ
か
ら
審
査
し
て
格
付
け
す
る
と
4
カ
月
。

そ
れ
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
以

前
よ
り
も
2
週
間
以
上
早
く
金
融
機
関
と
の
接

触
が
で
き
る
体
制
に
な
り
、
3
カ
月
目
に
は
も

う
具
体
的
な
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

返
済
が
終
わ
っ
て
い
る
金
融
機
関
に
も
決
算
書
を

提
出
し
て
お
け
ば
次
の
借
り
入
れ
が
早
く
で
き
る

　
─
─
当
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
で
工
夫
し
て

い
る
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

　居
川
　
借
り
入
れ
の
返
済
が
す
べ
て
終
わ
っ

て
い
て
、
金
融
機
関
に
決
算
書
を
出
す
必
要
が

な
い
と
こ
ろ
で
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
関
与
先
が
何
件
か
あ
り
ま
す
。
返
済
が
終

わ
っ
て
し
ば
ら
く
決
算
書
を
送
っ
て
い
な
い
と
、

ま
た
借
り
る
際
に
新
規
で
3
年
分
の
決
算
書
を

く
だ
さ
い
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
借
り

入
れ
が
な
く
て
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
─
─
居
川
先
生
は
元
福
島
県
支
部
長
で
、
現

在
は
東
北
会
副
会
長
で
も
あ
り
ま
す
が
、
当
サ

ー
ビ
ス
を
地
域
で
推
進
す
る
た
め
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　居
川
　
私
が
支
部
長
の
時
代
に
こ
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
て
、
ま
ず
1
事
務
所
1
件
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
運
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
金
融
機
関
の
側
か
ら
も
会
員
事
務
所
に
当

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
ど
も
だ
け
が
や
り
ま
し
ょ
う
と
言
う
の
で

は
な
く
て
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
金
融
機
関
か
ら
も
、

T
K
C
マ
ー
ク
の
あ
る
決
算
書
が
出
て
き
て
い

る
お
客
さ
ま
に
は
「
こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
か

ら
顧
問
の
税
理
士
と
相
談
し
て
ぜ
ひ
や
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
利
用
を
促
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

私
た
ち
が
一
方
的
に
出
す
も
の
で
は
な
く
、
金

融
機
関
と
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
制

度
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
T
K
C
出
版
　
蒔
田
鉄
兵
）

税理士法人イカワ会計
所長：居川孝男（いかわ・たかお）
福島県西白河郡西郷村字下前田西24-2
月次関与先　173件（法人142件、個人31件）
スタッフ14名（うち税理士4名）

福
島
県
支
部
長
を
務
め
て
い
た
際
に
金
融
機
関
と
の
連
携
体
制
構
築
に
力
を
入
れ
て
い
た
居
川
孝
男
会
員
。「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
T
K
C
会
員

の
優
位
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
」と
語
る
居
川
会
員
に
地
域
で
の
推
進
状
況
や
経
営
者
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

決
算
後
の
金
融
機
関
と
関
与
先
の
対
話
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
り
、

過
去
よ
り
も
将
来
の
話
題
が
中
心
に
な
っ
た
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フィンテック

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」推
進
事
例税

理
士
法
人
イ
カ
ワ
会
計
　
居
川
孝
男
会
員
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
東
北
会
）

TKC 2017・12

長
年
の
信
頼
関
係
で
県
内
金
融
機
関
に
T
K
C

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
早
期
浸
透

　
─
─
事
務
所
の
概
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　居
川
　
福
島
県
最
南
端
で
人
口
2
万
人
弱
の

西
郷
村
に
あ
る
事
務
所
で
す
が
、
東
京
や
仙
台

の
お
客
さ
ま
も
あ
り
、
県
内
で
は
会
津
若
松
の

ほ
う
ま
で
広
域
に
お
客
さ
ま
が
い
ま
す
。
職
員

の
人
数
も
順
調
に
増
え
て
お
り
、
基
本
的
に
業

績
は
右
肩
上
が
り
で
来
て
い
ま
す
。
た
だ
、
後

継
者
不
足
の
問
題
や
、
震
災
後
の
放
射
能
の
問

題
な
ど
で
廃
業
す
る
関
与
先
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　
─
─
地
域
の
金
融
機
関
の
「
T
K
C
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
利
用
状
況
は
い
か
が

で
す
か
。

　居
川
　
県
内
に
15
金
融
機
関
が
あ
る
う
ち
12

金
融
機
関
、
地
銀
、
第
2
地
銀
、
信
用
金
庫
は

す
べ
て
利
用
開
始
し
て
お
り
、
未
利
用
は
信
用

組
合
の
み
で
す
。

　
こ
れ
は
福
島
県
の
特
色
で
す
が
、
15
年
ぐ
ら

い
前
か
ら
地
域
ご
と
に
金
融
機
関
と
の
交
流
会

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
一
朝
一
夕
に
信
頼
関
係

が
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
15
年
か
け
て
小
さ

な
単
位
か
ら
全
県
単
位
に
広
げ
て
き
た
こ
と
が
、

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
の
浸
透
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
各
地
域
で
交
流
し
て
き
た

方
々
が
い
ま
幹
部
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
非
常
に
お
付
き
合
い
し
や
す
い
環
境
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
信
金
で
は
、
T
K
C
の
決
算
書
が
年

間
約
3
0
0
件
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
内
、

9
月
末
ま
で
に
87
社
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
信
金
の
担
当
者
は
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

　
─
─
当
サ
ー
ビ
ス
へ
の
事
務
所
の
方
針
は
。

　居
川
　
で
き
る
と
こ
ろ
は
全
部
や
る
と
い
う

基
本
方
針
で
、
い
ま
67
社
1
3
1
件
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
月
次
関
与
の
法
人
数
の
半
分

に
も
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
借
り
入
れ
が
な
い

会
社
も
多
い
の
で
、
未
利
用
の
関
与
先
で
使
え

そ
う
な
の
は
あ
と
10
件
ち
ょ
っ
と
で
す
。

　
今
年
の
4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
開
始
し

て
い
る
信
金
も
あ
る
の
で
、
約
半
年
で
こ
こ
ま

で
行
っ
て
い
れ
ば
十
分
か
な
と
。
1
年
以
内
に

は
ほ
ぼ
全
部
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
─
─
職
員
さ
ん
も
す
ぐ
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組

め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　居
川
　
元
々
う
ち
の
お
客
さ
ま
に
は
決
算
が

終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
金
融
機
関
に
決
算
書
を
持

っ
て
い
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
考
え
る
と
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ほ
う
が

職
員
に
と
っ
て
も
楽
で
す
か
ら
ね
。

　
ま
た
、
関
与
先
が
金
融
機
関
に
融
資
申
し
込

み
を
す
る
際
は
、
必
ず
経
営
計
画
を
作
っ
て
出

す
よ
う
に
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
事
務
所
と
し

て
決
算
書
・
試
算
表
に
加
え
て
経
営
計
画
を
金

融
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
と
い
う

発
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
職
員
か
ら
何

ら
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

決
算
後
3
カ
月
目
に
は
審
査
・
格
付
け
を
経
て

金
融
機
関
と
具
体
的
な
話
が
可
能
な
体
制
に

　
─
─
お
客
さ
ま
の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

　居
川
　
い
ち
い
ち
コ
ピ
ー
を
取
る
必
要
が
な

く
て
助
か
り
ま
す
と
い
う
声
が
多
い
で
す
ね
。

中
に
は
銀
行
と
話
を
し
た
い
か
ら
直
接
持
っ
て

い
く
と
い
う
社
長
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

「
こ
れ
は
事
前
に
提
出
し
て
お
く
だ
け
で
す
。

経
営
計
画
と
減
価
償
却
の
内
訳
明
細
を
持
参
し

て
会
っ
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に
格
付
け

を
含
め
て
点
数
化
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
審
査

も
早
く
な
り
ま
す
し
、
過
去
の
話
で
は
な
く
て
、

将
来
の
経
営
計
画
の
話
に
ど
ん
ど
ん
移
れ
ま
す

よ
」
と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
は
い

い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
─
─
決
算
書
を
送
っ
て
か
ら
金
融
機
関
の
方

と
会
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
れ
ぐ
ら
い
が
よ
い
と

指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　居
川
　
う
ち
は
40
日
か
ら
50
日
決
算
を
や
っ

て
い
ま
す
の
で
、
決
算
の
翌
月
末
ま
で
に
は
経

営
計
画
を
作
っ
て
、
そ
の
次
の
月
の
頭
に
は
金

融
機
関
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
が
決
算
書
の
提
出
を
要
求
し
て
く

る
の
は
、
普
通
は
決
算
か
ら
3
カ
月
目
で
す
。

そ
れ
か
ら
審
査
し
て
格
付
け
す
る
と
4
カ
月
。

そ
れ
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
以

前
よ
り
も
2
週
間
以
上
早
く
金
融
機
関
と
の
接

触
が
で
き
る
体
制
に
な
り
、
3
カ
月
目
に
は
も

う
具
体
的
な
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

返
済
が
終
わ
っ
て
い
る
金
融
機
関
に
も
決
算
書
を

提
出
し
て
お
け
ば
次
の
借
り
入
れ
が
早
く
で
き
る

　
─
─
当
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
で
工
夫
し
て

い
る
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

　居
川
　
借
り
入
れ
の
返
済
が
す
べ
て
終
わ
っ

て
い
て
、
金
融
機
関
に
決
算
書
を
出
す
必
要
が

な
い
と
こ
ろ
で
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
関
与
先
が
何
件
か
あ
り
ま
す
。
返
済
が
終

わ
っ
て
し
ば
ら
く
決
算
書
を
送
っ
て
い
な
い
と
、

ま
た
借
り
る
際
に
新
規
で
3
年
分
の
決
算
書
を

く
だ
さ
い
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
の
で
、
借
り

入
れ
が
な
く
て
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

出
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
─
─
居
川
先
生
は
元
福
島
県
支
部
長
で
、
現

在
は
東
北
会
副
会
長
で
も
あ
り
ま
す
が
、
当
サ

ー
ビ
ス
を
地
域
で
推
進
す
る
た
め
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　居
川
　
私
が
支
部
長
の
時
代
に
こ
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
て
、
ま
ず
1
事
務
所
1
件
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
運
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
金
融
機
関
の
側
か
ら
も
会
員
事
務
所
に
当

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
私
ど
も
だ
け
が
や
り
ま
し
ょ
う
と
言
う
の
で

は
な
く
て
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
金
融
機
関
か
ら
も
、

T
K
C
マ
ー
ク
の
あ
る
決
算
書
が
出
て
き
て
い

る
お
客
さ
ま
に
は
「
こ
う
い
う
制
度
が
あ
る
か

ら
顧
問
の
税
理
士
と
相
談
し
て
ぜ
ひ
や
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
利
用
を
促
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

私
た
ち
が
一
方
的
に
出
す
も
の
で
は
な
く
、
金

融
機
関
と
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
制

度
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
T
K
C
出
版
　
蒔
田
鉄
兵
）

税理士法人イカワ会計
所長：居川孝男（いかわ・たかお）
福島県西白河郡西郷村字下前田西24-2
月次関与先　173件（法人142件、個人31件）
スタッフ14名（うち税理士4名）

福
島
県
支
部
長
を
務
め
て
い
た
際
に
金
融
機
関
と
の
連
携
体
制
構
築
に
力
を
入
れ
て
い
た
居
川
孝
男
会
員
。「
T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
T
K
C
会
員

の
優
位
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
」と
語
る
居
川
会
員
に
地
域
で
の
推
進
状
況
や
経
営
者
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

決
算
後
の
金
融
機
関
と
関
与
先
の
対
話
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
ま
り
、

過
去
よ
り
も
将
来
の
話
題
が
中
心
に
な
っ
た

7
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瀬
戸
内
海
に
面
し
た
愛
媛
県
西
条

市
。
そ
こ
の
壬
生
川
地
区
に
「
秋
山
魚

市
場
」
が
あ
る
。
漁
師
が
持
ち
込
ん
だ

さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
類
を
、
仲
買
人
た
ち

が
威
勢
の
よ
い
声
で
競
り
落
と
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
魚
の
卸
商
で
あ
る
秋
山

魚
市
場
の
朝
の
風
景
だ
。

　「
と
に
か
く
種
類
豊
富
な
魚
介
類
の
取

引
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、
う
ち
の
特

長
で
す
。
同
じ
愛
媛
県
の
東
予
地
方
と

い
っ
て
も
、
今
治
周
辺
で
取
れ
る
魚
と
、

壬
生
川
周
辺
で
取
れ
る
魚
の
種
類
は
意

外
と
違
っ
て
い
た
り
す
る
ん
で
す
。
約

60
名
が
集
ま
る
仲
買
組
合
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
選
べ
る
楽
し
さ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
現
在
、
社
長
を
務
め
る

２
代
目
の
秋
山
る
み
さ
ん
は
語
る
。
仲

買
人
が
競
り
落
と
し
た
魚
介
類
は
地

元
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
卸
さ
れ
、
一
般
消

費
者
の
も
と
に
届
く
。

　
ま
た
、
秋
山
魚
市
場
で
は
鮮
魚
を
一

般
消
費
者
に
販
売
す
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
漁
師
か
ら
買
い
付
け
た

魚
介
類
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
仕
出

し
弁
当
」
を
近
隣
の
冠
婚
葬
祭
施
設
に

納
入
す
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
焼
き
魚

や
ボ
イ
ル
し
た
カ
ニ
な
ど
に
加
え
て
、

野
菜
の
煮
物
、
卵
焼
き
、
巻
き
ず
し
な

ど
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
高
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
「
不
動
産
事
業
」

も
手
が
け
て
お
り
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

の
家
賃
収
入
を
得
て
い
る
。

「
試
算
表
」を
四
半
期
ご
と
に
提
出

　
そ
ん
な
秋
山
魚
市
場
と
高
田
税
理

士
事
務
所
が
顧
問
契
約
を
結
ん
だ
の

は
、
30
年
以
上
前
。
先
代
社
長
で
あ
る

秋
山
真
澄
さ
ん
が
会
社
を
切
り
盛
り

し
て
い
た
頃
の
話
だ
。
以
来
、
高
田
会

計
の
指
導
の
も
と
、
秋
山
魚
市
場
は

「
正
し
い
決
算
書
」
を
作
成
す
る
こ
と

に
努
め
て
き
た
。「
書
面
添
付※

」
の
表
敬

状
を
何
度
か
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
そ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　「
正
し
い
決
算
書
を
税
務
署
に
提
出
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
元
金
融
機
関
で
あ

る
愛
媛
銀
行
さ
ん
に
は
さ
ら
に
四
半
期

ご
と
に
月
次
試
算
表
を
提
出
し
て
、
会

ー
ト
す
る
よ
り
も
融
資
審
査
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
関
係
性
を
銀
行

と
築
け
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い

え
る
で
し
ょ
う
」（
高
田
税
理
士
）

　
い
ま
、
愛
媛
銀
行
で
は
地
元
企
業
の

経
営
力
強
化
の
た
め
に
、
資
金
面
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を

お
こ
な
っ
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

適
切
な
提
案
を
す
る
に
は
、
そ
の
企
業

の
経
営
内
容
を
詳
し
く
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
側
か
ら

積
極
的
に
情
報
公
開
し
て
く
れ
る
こ
と

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
。

　「
ま
た
、
当
行
で
は
『
経
営
者
保
証
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
踏
ま
え
て
、
経
営
者

か
ら
過
度
な
個
人
保
証
を
取
る
こ
と
を

見
直
す
こ
と
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
直
近
の
経
営
状
況
を
示
す
試
算

表
が
入
手
で
き
れ
ば
適
時
、
個
人
保
証

の
見
直
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
定
期
的
に
月
次
試

算
表
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
の
は
助
か

り
ま
す
」（
稲
見
支
店
長
）

「
総
菜
」
の
販
売
に
も
着
手

　
秋
山
魚
市
場
で
は
近
年
、
自
社
の
経

営
力
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
べ
く

「
経
営
改
善
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
例
え
ば
、〝
地
物
〞
の
産
品
を

取
り
扱
う
「
道
の
駅
」
の
産
直
市
場
で
、

ア
ジ
の
三
杯
酢
、
い
わ
し
の
煮
物
、
エ

ビ
の
唐
揚
げ
な
ど
の
「
総
菜
」
を
販
売

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
菜
の
種
類
を

増
や
す
た
め
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　「
ほ
か
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
〝
お

礼
品
〞
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
鮮
魚
を

全
国
に
直
送
す
る
こ
と
も
始
め
て
お
り
、

人
気
の
あ
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
仕
入
れ
を

強
化
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
」
と
、
３

代
目
の
秋
山
佳
加
さ
ん
は
話
す
。

　
地
元
の
仲
買
人
か
ら
も
「
秋
山
魚
市

場
が
な
い
と
自
分
た
ち
の
商
売
が
成
り

立
た
な
い
」
と
言
わ
れ
る
存
在
で
あ
り

た
い
と
日
々
努
力
し
て
い
る
同
社
。
３

代
に
わ
た
り
秋
山
魚
市
場
を
守
り
続

け
る
女
性
た
ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

　「
ふ
だ
ん
の
月
次
決
算
を
通
じ
て
、

質
の
高
い
試
算
表
や
決
算
書
を
作
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
せ
な
ら
そ
の
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

月
次
試
算
表
を
提
出
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
銀
行
の
担
当

者
に
手
渡
す
と
い
う
手
間
が
な
く
な
り
、

「
か
な
り
便
利
に
な
っ
た
」
と
、
秋
山

社
長
は
感
想
を
述
べ
る
。
ま
た
、
メ
イ

ン
バ
ン
ク
で
あ
る
愛
媛
銀
行
と
の
関
係

性
も
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
と
い
う
。
愛
媛
銀
行
壬
生
川
支
店

の
稲
見
勇
樹
支
店
長
が
こ
う
語
る
。

　「
正
し
い
決
算
書
や
試
算
表
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
自
信
が
な
け
れ
ば
当
然
、

情
報
公
開
は
で
き
ま
せ
ん
。
財
務
デ
ー

タ
を
自
ら
積
極
的
に
公
開
し
て
く
れ
て

い
る
秋
山
魚
市
場
さ
ん
の
姿
勢
を
、
私

た
ち
も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。『
事

業
性
評
価
』
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
会
社
の
業
績

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
定
期
的
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
資
料
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
こ
と
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
資
金

提
供
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

金
融
機
関
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

　
秋
山
社
長
に
よ
る
と
、
魚
市
場
事
業

に
お
け
る
資
金
需
要
は
い
ま
の
と
こ
ろ

特
に
な
い
と
い
う
。
た
だ
同
社
は
不
動

産
業
も
手
掛
け
て
い
る
た
め
、
た
と
え

ば
競
売
物
件
で
非
常
に
安
い
物
件
が

出
た
ら
急
に
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合

が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

　「
そ
ん
な
と
き
、
ふ
だ
ん
か
ら
月
次
試

算
表
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て

会
社
の
経
営
状
態
を
知
っ
て
も
ら
え
て

い
た
ら
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

◎
秋
山
魚
市
場

秋
山
魚
市
場

特
別
レ
ポ
ー
ト
　『
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
活
用
事
例

秋
山
魚
市
場

積
極
的
な
情
報
開
示
を
金
融
機
関
も
高
く
評
価

社
の
業
績
報
告
を
す
る
こ
と
も
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
昨
年
か
ら
『
Ｔ
Ｋ
Ｃ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
を
利

用
し
て
、
デ
ー
タ
の
形
で
提
供
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
」（
秋
山
社
長
）

　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
（
税
理
士
・
公

認
会
計
士
）
が
、
顧
問
先
企
業
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
、
信
頼
性
の
高
い
決
算

書
や
月
次
試
算
表
等
の
財
務
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
無
償
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。
法
人
税
の
電
子
申
告
の
後

に
、
そ
れ
と
同
じ
内
容
の
決
算
書
等
の

デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
提

供
す
る
「
決
算
書
等
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

や
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
に
よ
る
月
次
巡
回
監

査
の
終
了
後
に
月
次
試
算
表
等
の
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
「
月
次
試
算
表
提
供
サ

ー
ビ
ス
」
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
秋
山

魚
市
場
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て

決
算
書
の
ほ
か
、
四
半
期
ご
と
に
月
次

試
算
表
の
デ
ー
タ
も
送
る
よ
う
に
し
た
。

　
高
田
勝
人
・
顧
問
税
理
士
が
Ｔ
Ｋ
Ｃ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
秋
山
社
長
に
勧
め
た
の
は
、
こ
ん
な

理
由
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。

株式会社秋山魚市場
設　立　1980年12月
所在地　愛媛県西条市壬生川445番地 1
社員数　8名
ＵＲＬ　http://akiyamauoichiba.hp.gogo.jp/

高田勝人税理士事務所
所在地　愛媛県西条市壬生川107番地9
ＵＲＬ　http://takata-kaikei.tkcnf.com/

注釈（※）企業が税務申告書を税務署に提出する際に、その内容が正しいことを
　　　　 税理士が確認した書類を添付する制度

前列左から、秋山真澄さん、るみ社長、佳加さん。後列左から、稲見
支店長、高田税理士、監査担当の兼頭昭義税理士。

瀬戸内海でとれた新鮮な魚介類を競りにかける
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瀬
戸
内
海
に
面
し
た
愛
媛
県
西
条

市
。
そ
こ
の
壬
生
川
地
区
に
「
秋
山
魚

市
場
」
が
あ
る
。
漁
師
が
持
ち
込
ん
だ

さ
ま
ざ
ま
な
魚
介
類
を
、
仲
買
人
た
ち

が
威
勢
の
よ
い
声
で
競
り
落
と
し
て
い

く
。
そ
れ
が
、
魚
の
卸
商
で
あ
る
秋
山

魚
市
場
の
朝
の
風
景
だ
。

　「
と
に
か
く
種
類
豊
富
な
魚
介
類
の
取

引
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、
う
ち
の
特

長
で
す
。
同
じ
愛
媛
県
の
東
予
地
方
と

い
っ
て
も
、
今
治
周
辺
で
取
れ
る
魚
と
、

壬
生
川
周
辺
で
取
れ
る
魚
の
種
類
は
意

外
と
違
っ
て
い
た
り
す
る
ん
で
す
。
約

60
名
が
集
ま
る
仲
買
組
合
の
人
た
ち
に

と
っ
て
は
、
選
べ
る
楽
し
さ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
」
と
現
在
、
社
長
を
務
め
る

２
代
目
の
秋
山
る
み
さ
ん
は
語
る
。
仲

買
人
が
競
り
落
と
し
た
魚
介
類
は
地

元
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
卸
さ
れ
、
一
般
消

費
者
の
も
と
に
届
く
。

　
ま
た
、
秋
山
魚
市
場
で
は
鮮
魚
を
一

般
消
費
者
に
販
売
す
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
漁
師
か
ら
買
い
付
け
た

魚
介
類
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
仕
出

し
弁
当
」
を
近
隣
の
冠
婚
葬
祭
施
設
に

納
入
す
る
こ
と
も
し
て
い
る
。
焼
き
魚

や
ボ
イ
ル
し
た
カ
ニ
な
ど
に
加
え
て
、

野
菜
の
煮
物
、
卵
焼
き
、
巻
き
ず
し
な

ど
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
高
さ
に
は
定
評
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
「
不
動
産
事
業
」

も
手
が
け
て
お
り
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

の
家
賃
収
入
を
得
て
い
る
。

「
試
算
表
」を
四
半
期
ご
と
に
提
出

　
そ
ん
な
秋
山
魚
市
場
と
高
田
税
理

士
事
務
所
が
顧
問
契
約
を
結
ん
だ
の

は
、
30
年
以
上
前
。
先
代
社
長
で
あ
る

秋
山
真
澄
さ
ん
が
会
社
を
切
り
盛
り

し
て
い
た
頃
の
話
だ
。
以
来
、
高
田
会

計
の
指
導
の
も
と
、
秋
山
魚
市
場
は

「
正
し
い
決
算
書
」
を
作
成
す
る
こ
と

に
努
め
て
き
た
。「
書
面
添
付※

」
の
表
敬

状
を
何
度
か
も
ら
っ
て
い
る
の
は
、
そ

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　「
正
し
い
決
算
書
を
税
務
署
に
提
出
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
元
金
融
機
関
で
あ

る
愛
媛
銀
行
さ
ん
に
は
さ
ら
に
四
半
期

ご
と
に
月
次
試
算
表
を
提
出
し
て
、
会

ー
ト
す
る
よ
り
も
融
資
審
査
は
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
わ
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
関
係
性
を
銀
行

と
築
け
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
い

え
る
で
し
ょ
う
」（
高
田
税
理
士
）

　
い
ま
、
愛
媛
銀
行
で
は
地
元
企
業
の

経
営
力
強
化
の
た
め
に
、
資
金
面
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を

お
こ
な
っ
て
い
く
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

適
切
な
提
案
を
す
る
に
は
、
そ
の
企
業

の
経
営
内
容
を
詳
し
く
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
側
か
ら

積
極
的
に
情
報
公
開
し
て
く
れ
る
こ
と

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
。

　「
ま
た
、
当
行
で
は
『
経
営
者
保
証
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
踏
ま
え
て
、
経
営
者

か
ら
過
度
な
個
人
保
証
を
取
る
こ
と
を

見
直
す
こ
と
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
直
近
の
経
営
状
況
を
示
す
試
算

表
が
入
手
で
き
れ
ば
適
時
、
個
人
保
証

の
見
直
し
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
定
期
的
に
月
次
試

算
表
を
提
供
し
て
も
ら
え
る
の
は
助
か

り
ま
す
」（
稲
見
支
店
長
）

「
総
菜
」
の
販
売
に
も
着
手

　
秋
山
魚
市
場
で
は
近
年
、
自
社
の
経

営
力
を
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
べ
く

「
経
営
改
善
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
例
え
ば
、〝
地
物
〞
の
産
品
を

取
り
扱
う
「
道
の
駅
」
の
産
直
市
場
で
、

ア
ジ
の
三
杯
酢
、
い
わ
し
の
煮
物
、
エ

ビ
の
唐
揚
げ
な
ど
の
「
総
菜
」
を
販
売

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
菜
の
種
類
を

増
や
す
た
め
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　「
ほ
か
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
〝
お

礼
品
〞
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
鮮
魚
を

全
国
に
直
送
す
る
こ
と
も
始
め
て
お
り
、

人
気
の
あ
る
ワ
タ
リ
ガ
ニ
の
仕
入
れ
を

強
化
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
」
と
、
３

代
目
の
秋
山
佳
加
さ
ん
は
話
す
。

　
地
元
の
仲
買
人
か
ら
も
「
秋
山
魚
市

場
が
な
い
と
自
分
た
ち
の
商
売
が
成
り

立
た
な
い
」
と
言
わ
れ
る
存
在
で
あ
り

た
い
と
日
々
努
力
し
て
い
る
同
社
。
３

代
に
わ
た
り
秋
山
魚
市
場
を
守
り
続

け
る
女
性
た
ち
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

　「
ふ
だ
ん
の
月
次
決
算
を
通
じ
て
、

質
の
高
い
試
算
表
や
決
算
書
を
作
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
せ
な
ら
そ
の
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

月
次
試
算
表
を
提
出
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
銀
行
の
担
当

者
に
手
渡
す
と
い
う
手
間
が
な
く
な
り
、

「
か
な
り
便
利
に
な
っ
た
」
と
、
秋
山

社
長
は
感
想
を
述
べ
る
。
ま
た
、
メ
イ

ン
バ
ン
ク
で
あ
る
愛
媛
銀
行
と
の
関
係

性
も
よ
り
一
層
深
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
と
い
う
。
愛
媛
銀
行
壬
生
川
支
店

の
稲
見
勇
樹
支
店
長
が
こ
う
語
る
。

　「
正
し
い
決
算
書
や
試
算
表
を
作
っ
て

い
る
と
い
う
自
信
が
な
け
れ
ば
当
然
、

情
報
公
開
は
で
き
ま
せ
ん
。
財
務
デ
ー

タ
を
自
ら
積
極
的
に
公
開
し
て
く
れ
て

い
る
秋
山
魚
市
場
さ
ん
の
姿
勢
を
、
私

た
ち
も
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。『
事

業
性
評
価
』
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
会
社
の
業
績

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
定
期
的
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
資
料
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
こ
と
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
資
金

提
供
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

金
融
機
関
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

　
秋
山
社
長
に
よ
る
と
、
魚
市
場
事
業

に
お
け
る
資
金
需
要
は
い
ま
の
と
こ
ろ

特
に
な
い
と
い
う
。
た
だ
同
社
は
不
動

産
業
も
手
掛
け
て
い
る
た
め
、
た
と
え

ば
競
売
物
件
で
非
常
に
安
い
物
件
が

出
た
ら
急
に
資
金
が
必
要
に
な
る
場
合

が
出
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。

　「
そ
ん
な
と
き
、
ふ
だ
ん
か
ら
月
次
試

算
表
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て

会
社
の
経
営
状
態
を
知
っ
て
も
ら
え
て

い
た
ら
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ

◎
秋
山
魚
市
場

秋
山
魚
市
場

特
別
レ
ポ
ー
ト
　『
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
活
用
事
例

秋
山
魚
市
場

積
極
的
な
情
報
開
示
を
金
融
機
関
も
高
く
評
価

社
の
業
績
報
告
を
す
る
こ
と
も
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
昨
年
か
ら
『
Ｔ
Ｋ
Ｃ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
』
を
利

用
し
て
、
デ
ー
タ
の
形
で
提
供
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
」（
秋
山
社
長
）

　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
（
税
理
士
・
公

認
会
計
士
）
が
、
顧
問
先
企
業
か
ら
の

依
頼
に
基
づ
き
、
信
頼
性
の
高
い
決
算

書
や
月
次
試
算
表
等
の
財
務
デ
ー
タ

を
提
供
す
る
無
償
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
。
法
人
税
の
電
子
申
告
の
後

に
、
そ
れ
と
同
じ
内
容
の
決
算
書
等
の

デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
提

供
す
る
「
決
算
書
等
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

や
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
に
よ
る
月
次
巡
回
監

査
の
終
了
後
に
月
次
試
算
表
等
の
デ
ー

タ
を
提
供
す
る
「
月
次
試
算
表
提
供
サ

ー
ビ
ス
」
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
秋
山

魚
市
場
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て

決
算
書
の
ほ
か
、
四
半
期
ご
と
に
月
次

試
算
表
の
デ
ー
タ
も
送
る
よ
う
に
し
た
。

　
高
田
勝
人
・
顧
問
税
理
士
が
Ｔ
Ｋ
Ｃ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
秋
山
社
長
に
勧
め
た
の
は
、
こ
ん
な

理
由
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。

株式会社秋山魚市場
設　立　1980年12月
所在地　愛媛県西条市壬生川445番地 1
社員数　8名
ＵＲＬ　http://akiyamauoichiba.hp.gogo.jp/

高田勝人税理士事務所
所在地　愛媛県西条市壬生川107番地9
ＵＲＬ　http://takata-kaikei.tkcnf.com/

注釈（※）企業が税務申告書を税務署に提出する際に、その内容が正しいことを
　　　　 税理士が確認した書類を添付する制度

前列左から、秋山真澄さん、るみ社長、佳加さん。後列左から、稲見
支店長、高田税理士、監査担当の兼頭昭義税理士。

瀬戸内海でとれた新鮮な魚介類を競りにかける

THE STRATEGIC MANAGER 2017.12

9



「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
全国の採用金融機関一覧（306機関）

平成29年12月末現在
都道府県別、金融機関コード順

■ 都市銀行等
三菱東京UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
札幌信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
北空知信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
帯広信用金庫
北見信用金庫

■ 青森県
青森銀行
みちのく銀行
青い森信用金庫

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫

■ 宮城県
仙台銀行
石巻信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
米沢信用金庫

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫
白河信用金庫
須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
いわき信用組合
相双五城信用組合

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
館林信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫

■ 千葉県
千葉銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合

■ 東京都
東京都民銀行
新銀行東京
八千代銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
東京信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
大東京信用組合
第一勧業信用組合

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫

■ 新潟県
第四銀行
北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
協栄信用組合

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県信用組合

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
興能信用金庫

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合

■ 長野県
松本信用金庫
諏訪信用金庫
飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫

東濃信用金庫
関信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨信用組合
益田信用組合

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
静岡信用金庫
静清信用金庫
浜松信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田信用金庫
磐田信用金庫
焼津信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
中京銀行
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
東春信用金庫
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会

■ 三重県
三重銀行
百五銀行
第三銀行
北伊勢上野信用金庫
三重信用金庫
桑名信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合

■ 京都府
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
近畿大阪銀行
池田泉州銀行
関西アーバン銀行
大阪シティ信用金庫
永和信用金庫

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
兵庫信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
但陽信用金庫
淡陽信用組合
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫

■ 和歌山県
新宮信用金庫
きのくに信用金庫

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
日生信用金庫
備前信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
しまなみ信用金庫
両備信用組合

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
西中国信用金庫

■ 徳島県
阿波銀行
徳島銀行
阿南信用金庫

■ 香川県
百十四銀行
高松信用金庫

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
大川信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
伊万里信用金庫
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八銀行
親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
大分県信用組合

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
南郷信用金庫

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
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事業所一覧（TKC SCGサービスセンター）

北海道ＳＣＧサービスセンター

旭川ＳＣＧサービスセンター

帯広ＳＣＧサービスセンター

青森ＳＣＧサービスセンター

盛岡ＳＣＧサービスセンター

秋田ＳＣＧサービスセンター

東北ＳＣＧサービスセンター

山形ＳＣＧサービスセンター

福島ＳＣＧサービスセンター

栃木ＳＣＧサービスセンター

茨城ＳＣＧサービスセンター

さいたまＳＣＧサービスセンター

川越ＳＣＧサービスセンター

群馬ＳＣＧサービスセンター

長野ＳＣＧサービスセンター

新潟ＳＣＧサービスセンター

首都圏東ＳＣＧサービスセンター

首都圏南ＳＣＧサービスセンター

首都圏西ＳＣＧサービスセンター

首都圏北ＳＣＧサービスセンター

八王子ＳＣＧサービスセンター

山梨ＳＣＧサービスセンター

千葉ＳＣＧサービスセンター

柏ＳＣＧサービスセンター

横浜ＳＣＧサービスセンター

静岡ＳＣＧサービスセンター

浜松ＳＣＧサービスセンター

名古屋ＳＣＧサービスセンター

011-222-8250

0166-26-2021

0155-22-4471

0178-22-6381

019-626-3461

018-825-2533

022-268-1792

023-623-5581

024-936-3670

028-649-2201

029-837-0191

048-647-4841

049-242-8707

027-243-9511

0263-35-7251

025-225-5010

03-6634-6219

03-6634-6213

03-3267-2951

03-6634-6207

042-648-6611

055-226-3115

043-247-3721

04-7163-5121

045-262-3511

054-254-8951

053-458-0331

052-762-6581

岡崎ＳＣＧサービスセンター

三重ＳＣＧサービスセンター

岐阜ＳＣＧサービスセンター

金沢ＳＣＧサービスセンター

福井ＳＣＧサービスセンター

富山ＳＣＧサービスセンター

京都ＳＣＧサービスセンター

大阪ＳＣＧサービスセンター

大阪南ＳＣＧサービスセンター

和歌山ＳＣＧサービスセンター

神戸ＳＣＧサービスセンター

姫路ＳＣＧサービスセンター

岡山ＳＣＧサービスセンター

広島ＳＣＧサービスセンター

福山ＳＣＧサービスセンター

山口ＳＣＧサービスセンター

山陰ＳＣＧサービスセンター

四国ＳＣＧサービスセンター

愛媛ＳＣＧサービスセンター

高知ＳＣＧサービスセンター

九州ＳＣＧサービスセンター

長崎ＳＣＧサービスセンター

北九州ＳＣＧサービスセンター

熊本ＳＣＧサービスセンター

大分ＳＣＧサービスセンター

宮崎ＳＣＧサービスセンター

鹿児島ＳＣＧサービスセンター

沖縄ＳＣＧサービスセンター

0564-71-3735

059-229-3570

058-263-5615

076-223-4041

0776-20-3715

076-441-3166

075-212-1203

06-6385-1271

06-6212-8611

073-436-8586

078-392-5611

079-281-8581

086-225-7221

082-247-0761

084-922-1721

083-973-5081

0859-31-2101

087-851-5833

089-941-8501

088-885-6767

092-752-4191

095-829-3615

093-541-1234

096-324-2460

097-534-2588

0985-32-3711

099-227-4050

098-867-9400

ＴＥＬ ＴＥＬ



本誌（『TKCモニタリング情報サービス通信』）に関するお問合せ先
送付先の変更や追加等もお受けいたします。

東京都新宿区揚場町2-1 軽子坂MNビル4F
TEL 03-3267-0622（金融機関専用ダイヤル）
FAX 03-3266-9102
MAIL fintech.banks@tkc.co.jp
担当：高橋、吉田、島田まで

営業本部


